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 河川は，瀬と淵を交互に繰り返しな

がら，左右交互に大きく蛇行する．そ

の形態は，右図の単列交互砂礫堆が洪

水流によって形成され出現する．砂礫

堆を形成する洪水流も左右に蛇行し，

その主流部が河岸にぶつかる箇所が

水衝部と呼ばれ，河岸侵食が起き，護

岸の損壊が発生する箇所である． 

 実際の河川の河道は，湾曲部や屈曲

部があり，左右に蛇行している場合も

ある．砂礫堆は，直線的な河道では，

洪水のたびに順次下流に移動してい

くが，湾曲部や蛇行区間では，下流へ

の移動が抑えられ，洪水水衝部が安定

化する場合がある． 

 現況河道での砂礫堆の挙動ひいて

は洪水水衝部の変化の有無を把握す

るため，さらに，河道平面形状を変更

した改修河道での砂礫堆挙動を的確

に把握するためには，小縮尺模型実験

がきわめて有効な方法である．（小縮

尺であるため，長い河道区間の模型で

あっても敷地面積が小さくてすみ，水路の製作費用も抑えられ

る．また，水路の製作・取り壊しを重ねても費用と時間はそれほ

どかからないので，いくつかの改修計画河道案での実験も可能に

なる．） 
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